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第 1日 10月 24日(火)

[午前] (8時半より〉 分

1.高木重次〔緯度観測JfJつ: コントロール・ラチチュード法による極運動の解析…… 5

2. 横山紘一(緯度観測所): アストロラーペ詳による極軌道の解析….....….....・ H ・..7 

3. 高木重次(緯度観測所): 極運動の数値実験一…・

4. 須川力〔緯度観測所): チャンドラー楕円について・H ・H ・..….....・ H ・H ・H ・...………・ 7

5. 須川力，大江昌嗣，阿部茂(緯度観測所): 電磁型自動水準装置について.....…… 7

6. 奥田豊三，須川力，細山謙三輔〔緯度観測所):水準面の安定度について.......・H ・.7 

7. 古川麟一郎(緯度観測所): FZT赤緯体系と基本足系の関係 (N)…・…...……....7 

8.村上源吉〔緯度観測所): 水沢 PZT星の修正固有運動 (II)...・H ・-…-・…......7 

9.須川力，古川政一郎(緯度綴測所つ ILS観測星系の視差と同右運動について・…ー 7
10.奥田豊三(緯度観測所): ILS緯度変化から求まる非極運動項について-………・… 7
11.芳生康二郎〔緯度観測所): ILS観測所の残差について…………..，・ H ・-……・…..7 
12.石川栄助〔岩手大〕・ 緯度変化の実験式と Z項について・……...・ H ・..……・……-… 7

13. 掘合幸次，酒井部u(緯度観測所): 星のシンチレーションの二現象観社lU......…・… 7

14. 岡崎清市，名阪満津子‘〔東京天文台): 時刻観測による局地誤差ーの特性 (II)・・ • 7 
15.飯島重孝，藤原清〔東京天文台): JJY送信機内の信号遅れ測定..，・H ・......…......7 

16. 虎尾正久，藤井繁〔東京天文台): PZT観測結果より求めた地球潮汐の
短周期項 (II)....・H ・...

17.飯島重孝，新美幸夫〔東京天文台): PZT観測結果より求めた地球抑j汐の

短周期項 (III)………-…-…...…...…・…・.......…........・ H ・-…………………ー 7

[午後] (13時より〉

18.飯島重孝，松波直':，:， (東京天文台): 月の子午線観測による ilT，三鷹

ワシントンの比較(I)・

19. 安田容雄〔東京・天文台): FK 4 fr2表の検討・・..，・H ・-………...・ H ・...………・・…・… 7

20. 深谷力之助(東京天文台): 子午線観測に表れた大気差について…・…-…・・・…・… 7

21.田村真一〔東北大理): 惑星状星雲の力学……・……-……………....…・・.........7 

22. 寺内隆太郎〔東北大理): 星の外層における衝撃波の伝播について………・・…....5 

23.橋本喜明，山崎初男ヘ大里子陽朗料(弘前大理*北大工，料北大理〕不均質

媒質中の電磁流体衝撃波の伝播………...・H ・..………...・H ・.....・ H ・-・…...・H ・H ・H ・-…・・ 7

24.石塚俊久，橋本喜明汽大野陽朗〔北大理，句広前大理): 斜衝撃波の伝播に

ついて ー・・・…・・・… -・…一・・・・ー・・・・・ -……...…・・・…・・・・ ・・・ ・・・・・…・…・・・・・・・・・ -・・・・・ ・・・・田....7 

25. 岡本功(緯度観測所): 接触不連続商の安定性・…...・ H ・・・H ・H ・-…・-…・...…・...5 

26. 岡本功〔緯度観測所): 星間磁場中の電離面の安定性について……・...…・・…・・ 5
27. 加藤正二(東大現): 百L流からのアルフべン波の発生….....・H ・-…・……ー…・….7 

28.近藤正明(予定大理): 圧縮性大気の対流不安定性に対する局所ポテンシアル
による取扱について……."・ H ・..…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・H ・....……… 7

29. 上条文夫〔東大理，ゲッチンゲン大数理): O Cep型星における対流と脈動
の相互作用・・・.....



30. 上条文夫〔東大1m，ゲッチンゲン大数理): 赤色E星の限界温度と力学不安定性… 5

31.上条文夫(東大理，ゲッチンゲン大数理): 強い質量放出の後に白色倭星へ
と進化する屋の脈動….....・ H ・.....・ H ・......・H ・.....・ H ・.....・H ・-圃…………...・ H ・..…...・ H ・..5 

32. 海野和三郎(東大理): 恒星安定性一般論....・ H ・...・ H ・-……・・……・…・…...・ H ・....…・ 7

33. rLi崎湾磨(東大王町: ヘリウム燃焼阜の進化……-………...・ H ・-……・…...・H ・..… 7

34. 田中靖夫，坂下志郎*(東京電機大，吋七大理): 銀河系内のヘリウム含有量

について…・・・・・・・・・・・・・・・…・・・…・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・…・・・…・・・ ・・・・・……一・… …..…... 7 

35. ヒ西~キ祐(熊大理): 超高特\~&における素紋子の濃度(重粒子の固い芯を考
応、に入れた場合)..…・....……-…・・ー …'"・.......…・一...・ H ・-・……'"・H ・.....・H ・.7 

36. 萩尾文f:t， J二百思ネfi(熊大理): 官 :rf市獲による高密度気体の不安定領域...・H ・"… 7

[夜] (17 i待10分より〕

:37. 1議辺環三 c東大理): 広間物質についてく1)…・-……………………………...・ H ・...7 
38.菊iili11l1(東大迫): オリオン領域の星間ガスについて…………….........・H ・.....・H ・.5

:39.清水彊〔京大理): Random Forceによる速度分布図教の変化…-…-……・・H ・H ・..7 

40. 高瀬文志郎(東大烈): h~. の距離決定の誤差に対する統計的補正について………… 7
41.績尾武犬(大阪教育大): 渦状星雲中の星の生成率...・H ・..…………・………...・ H ・...5 

42. 薮下{言(京大工): 薄い銀河系の面密度分布と回転法貝IJの関係について……・・…… 5

43. 赤羽賢司，宮沢敬、輸p 高橋孝雄，石沢禎弘ぺ中島敏夫*(東京天文台，

切仏政省電波研): 電脱領域の電波観測 (1170MHz).…・......…・・……・・...・ H ・-…..5 

44. 石田惹ー，大橋j前〔東京天文台): 散光足雲 NGC6514， NGC 6528， 
NGC 70~)O の日α 線、絶対強交分布の測定…・………'"・H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・... 7 

，15. 佐藤文男〔東大理): “Maryland-Greenbank Galactic 21 cm Survey" 

(1 st cd.)の解析 (m) CygXに含まれている電波源の空間分布.....…......・ H ・....7 

46. 高窪啓弥(東北大理): 21 cm水素輝線フO ロファイルについて・ H ・H ・....…………… 7

17. 松岡勝，小田稔，小川原嘉l汚，早川幸男へ力日終隆子町東大宇宙研*名大理): 

ヂifiX線のパックグラウンド成分の観測……...・ H ・-…・…-…・…ー…...・ H ・.......・H ・.7

第 2日 10月25日(水〉

[午前] (8時半より〕 分

48. 堀源・郎〔東大理): 摂動函数の展開及び小惑星の長年探動…...・ H ・H ・H ・-一……… 7

49. 堀源一郎(東大理):近接衛星の長年摂動 母惑星の赤道面が変動する場合...・H ・..7 

50. 宮本昌典〔東京天文台): I辻惑星の自転軸の変化に伴う衛星軌道面の変化………… 7

51.古在由秀〔東京天文台): 三次元制限3体問題における平衡解…………...・H ・..…… 7

52. 忽滑谷基，冨田弘 J 郎(東京天文台): 流星の日心軌道計算について…….....・ H ・...7 

53. 平山智啓〔東京天文台): ベーカー・ナン・カメラ人工衛星観測における

情報処理…・・ ・・ H ・H ・-……・……… ••• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
54. 薮下信〔京大工): 恒星の長周期答星への力学的影響とその;寿命...・H ・H ・H ・.....・H ・..7 

55. 関口直甫(東京天文台): 3次元ケプラー運動における確率過程・…………'"・H ・...7 

56. 関口直甫〔東京天文台): 黄道傾斜角の長年減少の原因について…...・H ・..…...・H ・..7 

57. 宮原賀(日大): rを一つの elementとする新 canonicalelement ....・ H ・....…-…・・ 7



58.長沢工，広瀬秀雄*c東大地震石jf，*東京天文台): 流星の分光観測 Cv).……….5

59.進士晃，森巧，監物邦男(水路部): 1967年 1月3日の火星食観日報告(概報〕… 7

60.赤羽徳英〔花山天文台): 月面の形態からみた月の内部構造…...・H ・..…・………… 5
61.進士晃(水路部): 光宣星食観測から求められた Watts月面図の中心....・H ・H ・H ・.7 

62.鈴木裕一，原田幸夫(水路部): Watts， vVeimar月絞凶の比較……...・H ・-…・・・ 7

63.斎藤馨児(東京天文台): しし座流足の痕の勃きから求めた超高寝の回;3Ei...…-・・・ 5

64. Michael ¥Volf，富田弘一郎ヰ(スミソニアン天文台，本東京天文台):

Intelsat II号による第4段ロケット噴射の写真(ロ〉…・・・・・・ H ・H ・H ・H ・-……… 5

[午後] (13時より〉

65. 松丸勝(防衛大学校): ヴィデオスベクトロへリオスコープの械妥 (Y) ・・…・・ 5

66.鈴木義正〔京都教育大): 黒点のブリッデの高さく立体像〉について……・…...・ H ・.5 
67.柿沼隆清，綬自信三〔名大空定石わ: マイクロ波ノトストを記こす高速"

の紹射損について (II)……

68.大木健一郎〔東大理): IVMパーストを起こす高エネノレギ一定子の加速;こついて… 5

69. 甲斐敬三，渋谷暢孝，桑原竜一郎(東京天文台): 612 :ViI-Izにおけるた貼

電波のフラックスの絶対測定について……………………-…......一… u ・・・・・・ 5 

70. 河鰭公昭(名大理): ミリ波有;2太陽r::i淡について・

71.田中春夫，事1;7召隆清，綬自信三，波辺完〔名大空電砂D:電波太、

計について・・ 4 ・・.. 

72. 田中捷雄(米大理〉・ Multi-Ievel trans{己rによる下部三:屑のモデルの…… 5

73. 日江井栄二郎〔東京天文台): 彩!日のパノレマ~~去につし、て...........……・………・・・ 8

74. 秦茂(東京天文台):太陽コロナの電子校j止と F. K.うについて…………… 7

75. 内田豊〔東京天文台〉: 球対称大気中の泡磁iJif体的授J止の仁、応……....................7 

76. 内田豊(東京天文台〉・流体力学童)j淡の熱幅射減反について・ー・・・・ H ・H ・..….7 

77. 上野季夫〔京大理〉: 発射源を有する円筒形ガス体の判例ミ....一-……・…・・… I

78.下小田博一(愛知教育大): 稲射輸送における不可逆性について-………… H ・H ・.5 

79. 内海和彦，山下泰巴ベ東京学芸大*京大理): 炭素スペクトルにおける

原子線について….

80.前原英夫〔京大理): χCygniのスベクトノレ・

81.際問良雄(];巨大型): 炭素足スペクトルの分散皮の問主3・..0....…………・…...・…・・ 7

82.藤田良雄，大沢清輝穴山下泰正，内海軍l信料(東大#il，*;Rよ丁{}c_-'Ztl'， 
料東京学芸大〉いるか座新星 1967のスペクトルについて...・ H ・...…・…-………・ 7

83.小平桂一(東京天文台): 高速度星 HD161817の大気中の桜美:量…........……… 7

84.小平校一(東京天文台): 異常 A 型特異星 HD221568の大気構造…・・・…・・ 7 

85.北村正利，近藤雅之〔東京天文台): Metallic LiI司会変光星 ERLynの研究…… 7

86.清川正男〔東京天文台): 食変光星 WWAurの食におけるスペクトノレ
および色の変化…-……...・H ・.....・H ・..…・…...・ H ・・・….....・ H ・..…………...・H ・.......7 

87.西村史朗(東京、天文台):特異星の変j~の観'\\u...... ・ H ・-…...・ H・-一…一......……・ 5

88.菊池flll(京大理): 8 Orionisの大気構造. (III)スペクトノレの時間変化………… 7

89.渡辺嘉，伊藤間宮子，大谷治*C京大理*北大理): NCC 42:;8のうげf綬没 Cn)… 5
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